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　新年あけましておめでとうござい
ます。黒野地区の皆様には、輝か
しい新年をお迎えのことと、心より
お慶び申し上げます。また、今年も
多くの新成人の方が大人の仲間入
りをされます。おめでとうございます。

そして、ご両親、ご家族の方々にお慶び申し上げます。
　さて、今日我が国は、かつて類を見ない人口減少・
少子高齢化を迎えようとしています。2060年には、1億
人を割ると見込まれています。この問題は、いつしか限
界集落という言葉を生み、更には消滅可能性都市とい
う強烈な印象を持つ言葉に発展し、地方における地域
経済や地域社会を維持することが困難になり、衰退して
いくことが懸念されます。
　このため、住民生活に密接に関わる身近な基礎自治
体である市町村間の水平補完・水平連携のもと、地域
経済の活性化や社会基盤の整備、行政サービスの向
上などに取り組むことにより、住民生活の安定と充実を
図ることが重要となっています。岐阜市は昨年6月に連
携中枢都市宣言し、9月からは3市3町（山県市、本巣市、
瑞穂市、北方町、笠松町、岐南町）と連携協約を締
結し、現在は連携中枢都市圏ビジョンを策定中でありま
す。今後も議員として、災害に強く、安心安全なまちづ
くりに皆様とともにしっかり取り組んでまいります。
　最後になりましたが、今年一年が皆様にとりまして、
素晴らしい年でありますようご祈念申し上げますとともに、
本年も地域の発展のため、ご支援、ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

謹賀新年  広域連携の重要性
岐阜市議会議員　郷　英明

　昨年末、愛媛県大洲市へ「黒野城
と加藤貞泰公研究会」を代表し、「貞
泰公顕彰碑」の除幕式に参列しました。
　昨年は、黒野城主であった貞泰公
が、米子領主を経て伊予大洲城へ入
場して400年目の年であり、その生誕地

が岐阜市内端話であることが会の研究により発見できた年で
もありました。これを記念し、研究会から、大洲城の本丸に
碑を贈り、大洲市長はじめ関係者でお祝いしました。正面の
文字は、細江岐阜市長が揮毫し、側面には「生国濃州岐
阜橋詰」「大洲入城四百年記念」、裏面には「黒野城と加
藤貞泰公研究会」の名が刻まれております。5年前に大洲市
の研究団体から、黒野城址に同様の顕彰碑が贈られており、
二つのお城の結びつきが強まりました。
　四国、愛媛県をご旅行されることがありましたら、是非、
大洲城にも立ち寄りご確認下さい。

岐阜生まれの黒野城主を顕彰
岐阜市議会議員　信田朝次

　黒野地区の皆様、新年明け
ましておめでとうございます。よ
き新年をお迎えのことと、お慶
び申し上げます。また、今年も
多くの若人が成人式を迎えら
れ、大人の仲間入りをされます。

新成人となられます皆様、おめでとうございます。
　選挙権年齢が20歳以上であった昨年までは、成
人式をもって大人の仲間入りをした、との意識があり
ましたが、昨夏の参議院議員選挙から、選挙権年
齢が、18歳以上に引き下げられたことにより、今後
は、成人式をもって大人の仲間入りをした、との意
識も薄れていくように思われます。
　さて、岐阜市では昨年1年間に、新市庁舎建設
計画の公表、少子・高齢化社会対策として岐阜連
携都市圏の形成に向け３市３町と連携協約を締結、
岐阜市民病院に最新鋭手術支援ロボット「ダヴィンチ
Xi」導入などの事業が推進されました。そんな4期
16年の細江市政も、2月をもって新しい市政に変わ
ります。
　一方、黒野地区では、数年後に東海環状自動
車道とインターチェンジの開通が見込まれております。
そのインターチェンジへのアクセス道路も着 と々作業
が進められています。当地区にとって、大きな変革
の時期を迎えています。この変革の時期における諸
課題を、皆様と共にしっかりと取り組んで参ります。
　最後になりましたが、今年1年の皆様のご健勝とご
多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒田育宏

　

黒
野
地
区
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

気
持
ち
も
新
た
に
新
春

を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ

り
お
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
地
域
の
多
く
の
若
人
が
新
成
人
と
し

て
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
ま
す
。
新
成
人
と

な
ら
れ
ま
す
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
黒
野
の
成
人
式
に
出
席
を
す
る
為

に
、
多
く
の
方
が
遠
路
よ
り
飛
行
機
、
新
幹
線
等

を
利
用
し
て
帰
郷
さ
れ
た
と
お
聞
き
ま
し
た
。
故

郷
は「
心
の
思
い
出
の
地
」で
あ
る
と
共
に
、
懐
か

し
い
人
々
と
の
再
会
を
喜
び
合
え
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
近
年
も
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
出
来

事
が
起
き
ま
し
た
。
熊
本
大
地
震
は
、
普
段
起
き

る
確
率
の
少
な
い
地
域
で
予
想
外
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
集
落
が
壊
滅

状
態
と
な
る
非
常
に
痛
ま
し
い
事
態
と
な
り
、
改

め
ま
し
て
被
災
地
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。『
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
』

の
こ
と
わ
ざ
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
今
の
時
勢
で

は
、
い
つ
な
ん
ど
き
天
災
が
起
き
て
も
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
各
地
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻

繁
に
あ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
、
山
崩
れ
に
よ
る
土

砂
災
害
で
多
く
の
人
命
や
家
屋
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。『
災
害
か
ら
身
を
守
る
』た
め
、
常
日
頃
地
域

の
防
災
組
織
固
め
を
強
く
し
、
研
修
・
講
習
を
受

け
、し
か
る
べ
く
時
の
対
応
が
い
か
に
出
来
る
か
、

習
得
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
地
域
も
防

災
に
対
す
る
自
治
連
合
会
及
び
各
種
団
体
が
協

力
、
連
携
を
し
て
組
織
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

緊
急
避
難
時
の
弱
者
と
な
る
要
支
援
、
近
隣
高

齢
者
へ
の
声
か
け
、
見
守
り
等
こ
れ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
協
力
に
よ
り
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

  

ま
た
、
政
界
に
目
を
向
け
る
と
、
昨
年
十
月
に

は
安
倍
内
閣
が
解
散
し
、
そ
れ
に
伴
う
国
政
選
挙

は
自
公
民
が
三
分
の
二
を
超
え
る
議
席
確
保
、
内

閣
は
続
投
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
治
は
考

え
の
相
違
に
よ
り
、
い
つ
か
は
分
裂
核
化
さ
れ
る

の
が
常
で
す
。『
政
治
』は
万
人
の
思
い
通
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
政
界
が
上
手
く
廻
り

国
民
の
生
活
が
良
く
な
る
の
を
期
待
す
る
ば
か
り

で
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
今
後
共
、
地
域
黒
野
へ
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
野
々
村
　
文
　
彦

謹
賀
新
年 
平
成
三
十
年
新
春
に
あ
た
り

▲12.3　加藤貞泰公
　顕彰碑除幕式

◀︎加藤貞泰公について
　大洲市長らと歓談
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黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会

　

九
月
十
八
日
、
今
年
は
黒
野
小
学
校

の
運
動
会
が
雨
で
延
期
に
な
り
、
敬
老

会
と
同
じ
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
運
動

場
か
ら
は
時
折
児
童
た
ち
の
歓
声
が
聞

こ
え
て
く
る
中
、爽
や
か
な
雰
囲
気
で
、

敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夜
来
ま
で
の
台
風
も
去
り
好
天
の

下
、三
五
六
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

岐
阜
市
長
、
野
々
村
連
合
会
長
、
岐
阜

市
会
議
員
先
生
方
の
祝
辞
に
続
き
岐
阜

市
か
ら
記
念
品
の
授
与
、
金
婚
式
該
当

者（
五
十
組
）の
発
表
と
金
婚
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
参
加
者
全
員
が

お
楽
し
み
抽
選
会
に
な
る
と
当
た
っ
た

人
の
喜
び
の
声
、
外
れ
た
人
の
た
め
息

等
、悲
喜
こ
も
ご
も
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
加
藤
喜
代
志
さ
ん
に
よ
る
謝

辞
が
あ
り
盛
大
に
敬
老
会
は
終
わ
り
ま

し
た
。　
　

敬
老
祝
賀
会
実
行
委
員
会

黒
野
地
域（
中
ブ
ロ
ッ
ク
）

防
災
訓
練
の
変
更

　

十
月
二
十
二
日（
日
）実
施
予
定
の
黒

野
地
域（
中
ブ
ロ
ッ
ク
）防
災
訓
練
は
、

台
風
二
十
二
号
の
影
響
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

集
合
訓
練
は
変
更
に
な
り
、
十
一
月

二
十
六
日（
日
）黒
野
会
館
で
避
難
所
開

設
に
伴
う
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
全
町
内
会
長
及
び
各
団

体
長
役
員
が
参
加
し
、
防
災
士
久
世
和

明
氏
に
よ
る
岐
阜
市
都
市
防
災
部
発
行

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
解
説
を

聴
講
し
、
避
難
所
に
つ
い
て
の
知
識
を

高
め
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
岐
北
中
学
校
災
害
用

倉
庫
や
、
連
合
会
防
災
庫
の
備
蓄
品
な

ど
と
、
資
機
材
収
納
確
認
を
行
い
閉
会

と
し
ま
し
た
。　
　

黒
野
自
主
防
災
隊

　

台
風
接
近
で
実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
十
月
二
十
八
日（
土
）・
二
十
九
日

（
日
）の
両
日
、「
黒
野
会
館
ま
つ
り
」
を

無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
・
舞
台
発
表
共
に
、
日
頃

の
ク
ラ
ブ･

講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果

が
十
分
発
揮
さ
れ
て
、
参
観
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
感
嘆
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
標
語
」
が
入
っ
た
押
し
花
の
し

お
り
作
り
の
体
験
を
し
た
り
、
笑
い
ヨ
ガ

の
体
験
で
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
、
岐
阜

大
学
の
室
内
合
奏
団
の
皆
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、

参
観
者
お
ひ
と
り

お
ひ
と
り
が
主
役

と
な
っ
て
、
楽
し
く

実
り
あ
る
「
黒
野

会
館
ま
つ
り｣

と
な

り
ま
し
た
。

黒
野
会
館
ま
つ
り
開
催

指
導
員

大
塚
豊
子

黒
野
校
区

民

運

会

催

市

大

動

開

体
育
振
興
会
会
長

笹
田
良
司

　

第
三
十
六
回
黒
野

校
区
市
民
大
運
動
会

を
小
学
校
運
動
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
運

動
場
に
各
町
内
の
テ

ン
ト
が
ず
ら
り
と
並

び
、
幼
児
・
小
学
生

か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
応
援
や
競
技
に

参
加
さ
れ
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
「
緑
組
」が
連
覇
の
優
勝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
大
会
の
運
営
に
当

た
っ
て
頂
い
た
、自
治
会
・

各
町
内
体
育
委
員
・
各
種

団
体
等
の
皆
々
様

の
ご
協
力
を
頂
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

黒野城研究会の皆さん
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平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日

五
十
六
組
二
二
四
名
参
加

団
体

　
優
　
勝

　
下
鵜
飼
第
三
E
チ
ー
ム

　
準
優
勝

　
下
鵜
飼
第
二
B
チ
ー
ム

　
三
　
位

　
下
鵜
飼
第
四
A
チ
ー
ム

個
人

　
優
　
勝　

白
木　

功（
下
鵜
飼
第
三
E
）

　

準
優
勝　

荒
井
定
利（
鵜
飼
団
地
B
）

　

三
　
位　

宮
田
敏
雄（
第
一
千
成
E
）

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日

雨
天
中
止

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日　

団
体

　
優
　
勝

　

卓
愛
会
B
チ
ー
ム

　

準
優
勝

　

白
寿
会
B
チ
ー
ム

　

三
　
位

　

卓
愛
会
C
チ
ー
ム

平
成
二
十
九
年

十
一
月
二
十
三
日

三
九
〇
名
参
加

黒
野
体
育
振
興
会

第
三
十
五
回　
黒
野
校
区

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
十
六
回　
黒
野
校
区

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
回　
各
種
団
体
親
睦

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
六
回

黒
野
校
区

歩
け
歩
け
運
動
大
会

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会

加
藤
貞
泰
公
生
誕
の
地

　

黒
野
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
織
豊
時
代
か

ら
江
戸
時
代
初
期
に
存
在
し
た
黒
野
城
。

　

そ
の
一
代
限
り
の
城
主
が
加
藤
貞
泰
。
こ
れ
ま
で
定
説
で

は
貞
泰
は
近
江
の
国（
滋
賀
県
）の
出
身
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
夏
に
高
野
山
に
あ
る
貞
泰
の
墓
を
「
黒
野
城
と
加

藤
貞
泰
公
研
究
会
」
が
調
査
し
た
結
果
、「
生
國
濃
州
岐
阜
橋

詰
」の
文
字
を
確
認
。
橋
詰
と
は
現
在
の
岐
阜
市
端
詰
町
で
す
。

墓
は
貞
泰
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
長
男
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
の
で
信
憑
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

黒
野
城
の
お
殿
様
は
地
元
出
身
の
武
将
だ
っ
た
と
い
う
新

事
実
、
こ
れ
は
加
藤
貞
泰
が
治
水
事
業
や
楽
市
と
い
っ
た
善
政
を
施
し
た
の
は
、

自
身
の
故
郷
で
あ
る
岐
阜
の
地
に
対
す
る
愛
着
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
想

像
さ
せ
る
発
見
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
良
川
お
ん
ぱ
く　
二
〇
一
七

「
岐
阜
市
三
大
古
城
の
ひ
と
つ
黒
野
城
＆
富
有
柿
ざ
ん
ま
い
！
」

　

お
ん
ぱ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
ナ
ン
バ
ー
一
三
五
号
で
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
の
雨
も
散
策
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
止
み
、
黒
野
城
跡
か
ら
史

跡
や
神
社
な
ど
を
、
参
加
十
四
名
の
皆
様
と
お
手
伝
い
の
岐

阜
大
学
女
子
学
生
四
名
と
共
に
黒
野
の
町
歩
き
を
し
ま
し
た
。

　

明
善
寺
で
は
貴
重
な
寺
宝
や
格
天
井
絵
を
ご
住
職
の
説
明

と
共
に
見
学
し
ま
し
た
。
城
跡
の
公
民
館
に
戻
っ
た
後
は
、

地
域
で
収
穫
さ
れ
た
富
有
柿
を
食
べ
な
が
ら
研
究
会
員
に
よ

る
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
、
参
加
者
に
は
お
土
産
と
し
て
、
袋
一

杯
の
富
有
柿
を
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
の

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

十
二
月
二
日（
土
）に
第
六
回
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
、
班
ご
と
に
ケ
ー

キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
始

ま
り
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど

を
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
す

と
こ
ろ
閉
講
式
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち
の
良
き
思

い
出
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会

育
成
委
員
会
便
り

子
ど
も
会
育
成
委
員
会
会
長
　
水
井
満
寿
美

黒野小学校
学校運営協議会、

文部科学大臣賞を受賞!
　 黒 野 小 学 校 が コ ミ ュ ニ
ティースクールに指定されて
から8年目を迎えています。
　その運営の中核である「黒
野小学校学校運営協議会」が
その地道で着実な歩みを評価
され、文部科学大臣賞をいた
だく運びとなりました。
　去る12月7日に、野々村文
彦運営協議会長と、深尾雅人
校長が文部科学省へ出向き、
表彰状を受けてきました。こ
れからも地域・家庭・学校が
協働して、子ども達を見守り、
育んでいきたいと思います。

黒野小学校長　深尾雅人
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平成29年度 『新成人を祝い励ます会』開催
平成30年1月7日（日）　西部コミュニティセンター

成人式招待者157名（出席予定者107名）　平成29年12月1日現在
※該当者は、平成9年4月2日から翌年の平成10年4月1日までに生まれた方です。

◦
十
一
月
十
九
日
を
中
心
に
し
て

町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー

運
動
実
施

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
参
加

●
岐
阜
市
自
治
住
民
推
進
大
会

　
☆
市
長
感
謝
状

　
　
自
治
会
長
十
年
在
任堀

田　

啓
二

●
岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会

　
☆
会
長
感
謝
状

　
　
退
役
役
員
　
　
　
野
々
村
文
彦

　
　

自
治
会
長
十
年
在
任堀

田　

啓
二

●
岐
阜
北
警
察
署

　
地
域
安
全
功
労
者
賞　

戸
本  

攝
郎

平
成
二
十
九
年
度

被
表
彰
者
感
謝
状
等
受
賞
者

（
敬
称
略
）

◦
五
月
二
十
二
日

　
青
パ
ト
運
転
者
講
習
会

（
黒
野
会
館
・
一
〇
九
名
）

◦
五
月
三
十
日
を
中
心
に
し
て

　

町
内
清
掃
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
参
加

◦
七
月
五
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部

　

高
山
市『
飛
騨
う
り
す
苑
』

    　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

連
合
会
役
員
、
民
生
委
員
が
合
同

研
修
会
に
参
加

◦
八
月
五
日

　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

　『
黒
野
千
人
ラ
ジ
オ
体
操
』協
賛

◦
九
月
十
八
日

　

校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

（
黒
野
小
学
校
・
出
席
者
三
五
六
名
）

◦
十
月
一
日

　

黒
野
校
区
大
市
民
運
動
会
開
催

『
黒
野
三
十
二
町
内
』の
参
加

◦
十
月
二
十
二
日

　

黒
野
地
域
東
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

洞
公
園
開
催
を
台
風
二
十
二
号

の
影
響
で
中
止

◦
十
一
月
二
十
八
〜
二
十
九
日

　

黒
野
会
館
ま
つ
り
に
協
力

◦
十
一
月
二
十
六
日

黒
野
中
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練
を  

兼
ね
黒
野
会
館
で
『
避
難
所
開

設
』講
演
会
を
開
催

平
成
二
十
九
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事（
平
成
二
十
九
年
四
月
よ
り
）

編 

集 

後 

記

　

二
十
九
年
度
事
業
及
び
諸
行
事
で
台

風
、
雨
天
等
の
影
響
に
よ
り
延
期
中
止

を
致
し
、
関
係
各
位
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
諸
事
業
に
お
き
ま
し
て
い

ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
か
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
今
回
の
黒
野
広
報
発
行
に
対
し

ご
投
稿
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
ま
す
。　

事
務
局
長
　
澤
島
勝
美
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第  32  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
研

修
旅
行
を
7
月
5
日（
水
）に

実
施
、
社
会
福
祉
法
人
飛

騨
慈
光
会
「
障
害
福
祉
施
設

飛
騨
う
り
す
苑
」
を
訪
問
し

研
修
し
ま
し
た
。
飛
騨
う
り
す

苑
で
は
、
利
用
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
と
個
性
を
重
ん
じ
、
重
度
の
障

害
を
持
っ
て
い
て
も
個
性
的
で
生
き

甲
斐
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

支
援
を
目
指
し
て
お
り
、
入
所
さ
れ
る

方
に
対
し
て
は
、
全
室
個
室
を
提
供

し
、
で
き
る
限
り
在
宅
生
活
に
近
い
居

住
環
境
を
提
供
し
て
お
り
、
入
浴
設
備

も
個
浴
・
機
械
浴
・
大
浴
場
を
備
え
、

利
用
者
が
障
害
の
状
態
や
希
望
に

よ
っ
て
様
々
な
入
浴
が
選
べ
ま
す
。
ま

た
、
診
療
所
を
併
設
し
医
療
依
存
度
の

高
い
障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
支
援
施
設
飛
騨
う
り
す
苑
で

研
修
旅
行
を
実
施

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

本
年
度
は
平
成
医
療
短
期
大
学
の
作

業
療
法
士
に
よ
る
い
き
い
き
サ
ロ
ン

は
、
末
広
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

医
療
短
期
大
学
の
授
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
で
学
位
生
た
ち
の
意

気
込
み
も
あ
り
大
変
有
意
義
で
し
た
。

五
月
町
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
例
年
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
第

二
千
成
団
地
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
ダ

ン
ス
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

末広町
サロン

今川
サロン

下鵜飼
第4サロン

五月町
サロン
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総額 155,500円総額 155,500円総額 155,500円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

平
成
二
十
九
年
度
「
日
本
赤
十
字
社

募
金
」「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳

末
助
け
合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会

を
は
じ
め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に

募
金
活
動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

芳
悠
会
野
々
村
医
院
、
㈱
ハ
イ
シ
ョッ

プ
ふ
じ
た
、
西
村
歯
科
医
院
、
み
な
が

わ
ク
リ
ニッ
ク
、
㈱
杉
山
興
業
、
西
部

大
成
牧
場（
北
岡
作
一
）、
ナ
オ
ミ
美
容

室
、
立
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
Ｇ
Ａ
設
計
事

務
所
、ひ
ろ
せ
内
科
、岐
北
ク
リ
ニッ
ク
、

小
河
建
設
㈱
、
堀
川
、
合
資
会
社
山

源
商
店
、
黒
野
自
動
車
、
㈱
マ
イ
ン

ド
松
井
、
平
野
薬
局
、
味
処
貴
久
家
、

㈱
た
か
さ
ご
、
㈱
む
つ
み
、
誠
広
会
平

野
総
合
病
院
、
久
世
工
業
㈱
、
㈱
ゲ

ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
㈲
岐
阜
大
学
前

不
動
産
、
寿
司
処
勘
兵
衛
、
㈱
さ
つ

き
や
酒
店
、
丸
幸
製
菓
㈱
、
国
島
建

設
㈱
、島
部
呉
服
店
、三
新
ガ
ラ
ス
㈱
、

㈱
宇
野
商
会
、
建
友
設
備
、
㈱
Ｋ
Ａ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
、
市
川
会
計
事
務
所
、
㈲
棚

橋
保
険
事
務
所
、
今
井
モ
ー
タ
ー
ス
、

㈲
武
川
電
機
、船
戸
屋
、中
部
カ
ー
ペッ

ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
岐
大
建
設
㈱
、
喫

茶
た
い
よ
う
、
華
井
プ
ラ
工
業
㈲
、
㈲

新
茂
重
機
、
宇
野
靖
子
、
三
洋
化
学

工
業
㈱
、
ベ
ル
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
黒
野
、

新
光
電
機
工
業
㈱
、
戸
川
新
聞
店
、

国
島
タ
バ
コ
店（
国
島
敏
彦
）、
テ
ル

ミ
ー
、
久
世
商
事
㈲
、
河
合
保
険
調

剤
薬
局
、
喫
茶
シ
ャ
ロ
ム

（
順
不
同
敬
称
略
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

　

10
月
7
日
に「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」

を
自
治
会
連
合
会
の
役
員
と
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
頂
き
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
、
大
野
弥
生
さ
ん
の
講
演
と
黒
野
あ

そ
か
苑
の
介
護
福
祉
士
、
後
藤
誠
さ
ん
た
ち
に

よ
る
健
康
体
操
と
い
う
内
容
で
盛
況
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
も
食
改
さ
ん
の
お

味
噌
汁
を
戴
き
ま
し
た
。

　

社
協
で
は
、
黒
野
の
皆
さ
ん
が
元

気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
願
い
か
ら
、
自
治
会
連
合
会
の
役

員
と
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ

り
、
6
月
24
日（
土
）に
は
「
高
齢
者

介
護
予
防
教
室
」
を
西
部
保
健
セ
ン

タ
ー
の
伊
藤
真
千
子
さ
ん
、
9
月
9

日（
土
）に
は
岐
北
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
内
山
恵
子
さ
ん
の
講
演
に
よ

り
、
2
回
開
催
し
ま
し
た
。
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く
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ま
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協
だ
よ
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第4回　黒野ラジオ体操会を開催
開催日　8月5日（NHK夏期巡回ラジオ体操会開催記念日）

夕
涼
み
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
30
日（
日
）黒
野
小
学
校
で
夕
涼

み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。一
昨
年
は
、

小
学
校
が
夏
休
み
期
間
の
工
事
の
た
め

中
止
に
な
っ
た
の
で
、
今
回
は
待
望
の

夕
涼
み
会
に
な
り
ま
し
た
。
開
始
早
々

に
屋
台
の
前
に
楽
し
そ
う
な
笑
顔
の
子

ど
も
達
の
行
列
が
伸
び
ま
し
た
。

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
、
青
少
年
育
成
市

民
会
議
等
々
各
種
団

体
が
集
ま
っ
て
、
数

ケ
月
前
か
ら
実
行
委

員
会
を
編
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
協
力
し
役

割
分
担
し
て
運
営
に

当
た
り
ま
し
た
。
ま

た
、
70
名
も
の
中
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
当
日
の

運
営
に
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
回
か

ら
は
黒
野
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
し
て
も

開
催
に
全
面
的
に
協

力
す
る
こ
と
と
し
福

祉
・
教
育
部
会
員
も

運
営
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
の
夏
は
、
天
候
不
順

が
続
き
開
催
当
日
も
集
合
時
刻
ち

か
く
ま
で
霧
雨
模
様
で
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
始
時
刻
に

は
降
り
止
み
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
状
況
で

し
た
が
小
学
生
、
ご
父
兄
や
ご
年

配
の
方
々
お
よ
そ
9
0
0
名
も
の

大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校

の
先
生
方
も

多
数
参
加
し

て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
回
も
か

ん
ぽ
生
命
様

の
ご
支
援
と

ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
の
西
林

様
に
体
操
指

導
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
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第
4
回「
黒
野
歴
史
探
訪
」

古
市
場
、
今
川
、
交
人
の
史
跡
巡
り

地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」が
充
実

安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
活
動

　

６
月
17
日
、
第
4
回
黒
野
歴
史
探
訪

を
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
に
お

世
話
に
な
り
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
64
名
と
多
く
の

方
が
郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
巡
っ
た
史
跡
は
多
く
と
て
も
全

て
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
多
福
院
は

交
人
に
あ
っ
て
、
明
治
の
初
期
に
黒
野

で
最
初
に
小
学
義
校「
含
秀
舎
」が
こ
の

多
福
院
を
借
り
て
開
校
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
今
後
も
歴
史
探
訪
を
通
し
て
郷

土
の
歴
史
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
黒
野
ま
ち

づ
く
り
」
は
開
設
か
ら
２
年
目
に
入
り

新
着
情
報
欄（
ブ
ロ
グ
）が
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。
平
均
す
る
と
週
に
1
件
か

ら
2
件
の
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
最
近
の
例
で
は
、
市
民
大
運

動
会
の
開
催
当
日
の
早
朝
に
、「
本
日

の
市
民
運
動
会
を
予
定
通
り
開
催
し
ま

す
」と
い
っ
た
速
報
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」で
検
索
す
れ
ば

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
き
ま
す
。
み
ん
な

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
活
用
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
災
害
対
応
訓
練
」を
実
施

　

7
月
9
日（
日
）小
学
校
校
庭
、
体
育

館
お
よ
び
防
災
倉
庫
で
災
害
対
応
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
的
は
、
防
災
倉
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
る
防
災
資
機
材
を
実
際
に
使
用

す
る
訓
練
を
行
い
災
害
に
備
え
る
も
の

で
す
。
今
回
の
参
加
者
は
、
各
町
内
の

自
治
会
長
、
自
主
防
災
隊
総
代
、
消
防

団
、
水
防
団
、
市
民
消
火
隊
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
安
心
・
安
全
・
防
災
部

会
お
よ
び
福
祉
・
教
育
部
会
で
約

1
0
0
名
で
し
た
。

　

参
加
者
が
実
際
に
自
分
の
手
で
組
立

や
操
作
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
、
市
民
消
火
隊
に
よ
り
防
災

貯
水
槽
か
ら
体
育
館
の
前
ま
で
送
水
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

「
避
難
所
開
設
訓
練
・
研
修
」を
実
施

　

11
月
26
日（
日
）　

黒
野
会
館

　

災
害
が
黒
野
地
域
で
発
生
し
た
場
合

に
は
黒
野
会
館
に
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
災
害
発
生
を
想
定
し
て
、
黒
野
会

館
内
の
安
全
を
確
認
し
た
後
、
玄
関
を

解
錠
し
参
加
者
が
入
館
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
知
っ
て

お
く
べ
き
事
柄
や
災
害
対
策
本
部
の
編

成
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岐
北
中
学
校
に
新
設
さ
れ

た
防
災
倉
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。


